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【委員研修会開催のお知らせ】

第２回委員研修会を次のとおり予定し
ております。事業推進委員及び啓発委員
の方々にはご参加いただきますよう、よ
ろしくお願いします。

記

・日時 2016年11月18日（金）
19：00～21:00

・場所 海蔵地区市民センター
中会議室

・テーマ「インターネットと人権侵害」

普段何気なく使っているケータイやイ
ンターネットがある日突然「凶器」に変
わってしまう。ケータイやインターネッ
トによる人権侵害は、いつ、だれの身に
起きても不思議ではない深刻な問題であ
る。文明の利器を凶器に変えるのも、傷
ついた心を癒すのも「人」である。本当
の意味での心のつな
がりとはどういうこ
とか改めて見つめ直
し、お互いに「思い
」を交わし、心の寄
り添うようなコミュ
ニケーションを図る
ことの大切さと家庭
の果たす役割につい
て新たな気づきを見つけてください。

【スタッフ募集中です】
海蔵地域にお住まいの方で、当協議会の

運営にお手伝いいただける方々を広く募集
いたしております。
経験や技術スキルは問いません。
海蔵地区地域団体事務局(☎333-8770)へ

ご連絡いただければ、折り返し担当よりご
案内させていただきます。

第25回人権を考える集い開催お礼

１０月１日、海蔵小学校体育館をお
借りして開催させていただきました
「第２５回人権を考える集い」には多
数のご参加を賜り有難うございました。
今回は中東部ブロック事業として、

当協議会が幹事として行わせていただ
きましたが、お楽しみいただけました
でしょうか、また関係者の皆様には会
場準備など大変お世話になり有難うご
ざいました。
開催結果については、次号報告させ

ていたたく予定としますが、当日の状
況をスナップ写真にてご紹介させてい
ただきお礼とさせていただきます。

2016年度 地区懇談会を終えて

今年度の地区懇談会は、７月２２日、
８月１９日、９月１６日、野田・清水、
末永・本郷、西阿倉川の各地区３会場に
て開催させていただきました。
開催にあたっては、地区ブロック長様は
じめ自治会長様、啓発委員の皆様や参加
いただいた方々、また周知・広報にご支
援賜りました皆様、社会を明るくする運
動の会の皆様等々多くの方々にご協力を
賜り計画を終えることができました。
ここに改めてお礼申し上げます。

また、ご都合上参加いただけなかった皆
様、申し訳ありませんでした。ここに開
催の概要をご紹介し、次回のご参加をお
待ち申し上げます。
（概要）
・テーマ 「無縁社会と家族」～生きる

こと、つながること～
・進め方 人権啓発ビデオ「ヒーロー」

を視聴後、参加者同士の懇談
・参加延人数 107名

（参加者の声抜粋）※アンケートより

○仕事（自分の事）で精一杯で、地域のことは他
の人に任せっきりになっている自身について、
それではだめなのだと改めて気づかされました
この気づきを何かしらの行動に移していきたい
と思った。

○地域の方がいろいろ考えてくださっていること
が判り有難かったです。有意義な話し合いがで
きたように思います。

等々の新たな気づきを見出されたり、
○地縁ということでの話し合いがあり、なかなか

分かっていながらも難しいことと思いました。

○地域の人の集まりが少ないのが気になった。も
っと積極的な動員をした方が良いのでは。

など、改善すべき貴重な意見も頂戴しま
した。
また、今後の地区懇談会で、取り上げた
いテーマとしては下表のとおりでした。

来年度は、三ツ谷、東阿倉川・万古・
阿倉川、松ヶ丘・阿倉川新町の各地区を
中心とした３会場で、今年度と同じテー
マで開催させていただく予定としていま
す。関係者の皆様方にはお世話になりま
すが、よろしくお願いします。
また当該地区の皆様方並びに今年度参

加できなかった方々には是非お運びいた
だきたく準備整い次第ご案内申し上げま
す。

（記 啓発担当 橋本茂）

取り上げたいテーマ 希望数

高齢者の人権 31
障害のある人の人権 28
子どもの人権 24
インターネットと人権 23
ハラスメント(いじめ)の問題 19
防災と人権 16
性同一性障害・同性愛の人の人権 9
同和問題 9
女性の人権 7
外国人の人権 5
労働(雇用)問題 4
ﾊﾝｾﾝ病・ｴｲｽﾞｳｲﾙｽ感染者の人権 2
その他：「人権の基本」 1

評価
とても
よかった

よかっ
た

どちらと
もいえな
い

あまりよ
くなかっ
た

よくな
かった

総数 21 54 9
% 25.0 64.3 10.7

風の家さん

わかばさん

総勢120名超えの会場

→次号につづく

活動を通して、一緒に
楽しく学びませんか

あいプロさん

ＲＯＭＯさん
コンサート中

ＲＡＭＯさんに群がる
子どもたち

http://www.kaizotiku.org/


  
  
 

 
                                                  
    

 
 

～『よき日の為に』及び水平社創立大会宣言・綱領・决議～ 
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～第４回～ 

学習のページ 

「熱と光を求めて」全国水平社創立の思想に学ぶ②  

 

 

 
３ 「よき日の為に」解説 
 先に述べたようにこの小冊誌のサブ

タイトルに「水平社創立趣意書」とある

ように、この冊誌によって、水平社を創

立せんとする意味と、その進むべき道が

如何なるものか理解して戴けると思い、

小冊誌「よき日の為に」を発刊に際して

示された解説を引用することとします。 

〇 水平社創立の目的 

  それは過去千年よりもっと前から、

因習的に受けてきた、虐げと、侮辱そ

してそれから来る屈辱から吾々を解

放することでもあり、従って過去に於

いて吾々の祖先が奪われ現在も因習

的に招来しつつある「人間らしき人

間」を取り戻すことです。 

 

〇 運動の進むべき道 

 勿論こうした運動は、過去に於いて、

種々な方法でなされ、当事者ばかりで

なく多くの人々によってなされ、現在

もこの精神が部落解放運動に引き継

がれています。 

  しかし、過去の結果を見ると何の効

果を持ち来していないことから、特に 

 他に依頼することに依って、目的の達

成を期していることが要因であるこ

とを踏まえ、こうしたすべて可能的な

要素を欠いた運動方法を否定し、吾々

の力でやる自発的運動をめざすべき

である。その実現のため、京都におい

て水平社創立大会への道を選んだ。 

 

４ 全国水平社創立大会記 

  創立大会の模様については、「全国

水平社創立大会記」（原文）によると、

概ね下記のとおりです。 
 

シリーズで学ぶ  水平社運動とは  

～前段略～我々三百萬の呪はれの人々が

今や自ら運命の上に立ち上がって『人間の

自由』を叫ぶ時が來た。我々に對する、下

らない因襲的階級制を今なほ保守せんと

する社會生活の改革を促進する為に、自主

自發の集団運動を起こす可く、此大會を青

年の手によって開かれたるは我々民族の

歴史以来の稀有事である。春光に輝く岡崎

公園内公會堂のまへには墨痕鮮かに『三百

萬人の絶對解放、特殊部落民の大同團結、

全国水平社創立大会、午後 1 時より』と大

書され、幔幕は四方に張られ『解放、團結、

自由』等の旗は千年来の残虐の血に染めら

れてひるがへる午前中すでに千有餘の参

會者があり、開會を促す拍手は會堂に強く

響く、開會の刻迫るとともに各地の参加團

體一時に殺到し来り、無慮三千人を容るに

足る公會堂も満場立錐の餘地なきに到り、

愈々午後 1 時、茲に會堂も搖動ぐ拍手喝采

と共に大會の幕は切つて落とされた。 
 
  大 會 順 序 
１、開會之辭    南    梅 吉君  
１、經過報告    阪 本 清 一 郎君 
１、綱領朗讀    櫻 田 規 矩 三君 
１、宣言發表    駒  井  喜  作君 
１、决議文朗讀   米 田  富 君 
１、祝詞祝電朗讀  泉 野 利 喜 蔵君 
1、各地代表演説    會衆五分演説 
 
 先づ南氏、開會之辭に代へて民族の歴史

を説き斷々乎たる決意を述べ、希望を漲ら

せて降壇、衆議一決によって座長席につ

き、阪本氏は昨年よりの粒々辛苦の経過を 
報告して感謝の拍手によってこたへられ、

櫻田氏綱領を朗讀 
 

   綱   領 
 １、我々特殊部落民は部落民自身の 
  行動によつて絶對の解放を期す 
 １ 我々特殊部落民は絶對に經濟の 
  自由と職業の自由を社會に要求し 

以て獲得を期す 
 １、我等は人間性の原理に覺醒し人 

類最高の完成に向つて突進す 
怒濤のごとき歡聲、急 霰

きゅうさん

の如き拍手は暫し

止まなかつた。次いで駒井氏、宣言を朗讀

すべくその雄偉なる體軀を檀上に運ぶ。 
   宣   言 
全國
・・

に
・

散在
・・

する
・・

我が
・・

特殊
・・

部落
・・

民
・

よ
・

 

團結
・・

せよ
・・

。 

 長い間虐
いじ

められて来た兄弟よ。 

 過去半世紀間に種々なる方法と、多く

の人々とによつてなされた我等の爲の運

動が、何等の有難い効果を齎
もた

らさなかっ

た事實は、夫
それ

等
ら

のすべてが我々によつて

又他の人々に依つて毎
つね

に人間を冒瀆され

てゐた罰であつたのだ。そして、これら

の人間を 勦
いたわ

るがの如き運動は、かへつて

多くの兄弟を堕落させた事を想
おも

へば、此

際我等の中より人間を尊敬する事によつ

て自ら解放せんとする者の集団運動を起

せるは寧
むし

ろ必然である。 

 兄弟よ。 

 我々の祖先は自由・平等の渴仰者
かつこうしゃ

であ

り、實行者であった。陋劣
ろうれつ

なる階級政策

の犠牲者であり、男らしき産業的殉教者

であつたのだ。ケモノの皮剥ぐ報酬とし

て、生々しき人間の皮を剥取られ、ケモ

ノの心臓を裂く代償として、暖かい人間

の心臓を引裂かれ、そこへクダラナイ嘲

笑の 唾
つばき

まで吐きかけられた呪はれの夜

の悪夢のうちにも、なほ誇り得る人間の

血は、涸れづにあった。そうだ、そうし

て我々は、この血を享けて人間が神にか

はらうとする時代にあうたのだ。犠牲者

がその烙印を投げ返す時が来たのだ。殉

教者が、その荊冠を祝福される時が来た

のだ。 

  我々がエタ
・ ・

である事を誇り得る時が来 

たのだ。 

我々は、かならず卑屈なる言葉と怯懦
きょうだ

 

－２－ －３－ 

なる行為によつて、祖先を辱しめ人間を 
冒瀆してはならぬ。そうして人の世の冷 
たさが、何

ど

んなに冷たいか、人間を勦
いた

は

る事が何であるかを知っている吾々は、

心から人間の熱と光を願求禮
がんくらい

讃
さん

するもの

である。 
 水平社はかくして生まれた。 
 人の世に熱あれ、人間に光あれ。 
  大正十一年三月三日 全国水平社 
 駒井氏の一句は一句より強く一語は一 

語より感激し来たり、三千の會衆皆な聲 

をのみ面を俯せ歔欹
き ょ き

の聲四方に起る。氏 

は讀
よみ

了
おわ

つてなほ降壇を忘れ、沈痛の氣、 

堂に満ち、悲壮の感、人に迫る、やがて 

天地も震動せんばかりの大拍手と歓呼と 

なつた。次で米田氏は凛々たる聲を以て 

决議文を朗読。 

    决   議 
１、吾々に對し穢多及び特殊部落民等の

言行によつて侮辱の意志を表示した
る時は徹底的糺弾を為す 

１、全国水平社本部に於て我等團結の統
一を圖る為め月刊雑誌「水平」を發
行す。 

１、部落民の絶對多数を門信徒とする東
西兩本願寺が此際我々の運動に對し
て抱蔵する赤裸々なる意見を聴取し 

  其回答により機宜の行動をとること 
  右决議す 

大正十一年三月三日 全国水平社創立大会 
満場總立つて起立可決、拍手喝采満堂

を壓した。 
泉野氏は各地よりの祝詞、祝電、激勵

文を讀み上げて此れ亦喝采で應酬さ

れた。 
創立大會は茲に圓満なる終了を告げ全

国より参集した三千有餘の人々は再び

三度エタ萬歳、水平社萬歳を高唱した。 

「水平」第１巻第１号（大会号）より引用 

 

註：一般に「水平社宣言」と呼ばれて 
いますが、全国各地で結成された「水平 
社」の創立大会で採択された宣言と峻別 
するため全国水平社創立時に採択された  
「宣言」を、「全国水平社宣言」または 
「水平社創立大会宣言」と呼称すること 
になっています。         
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